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本研修のスケジュール

開
始

終
了 内容 担当

13:30 13:35 0:05 オリエンテーション 事務局

13:35 15:00 0:85
Ⅰ：リモート環境で公正証書が作成できる

電子公正証書制度の概要とその利用

日本公証人連合会 総括理事
上野公証役場 公証人

加藤 朋寛 様

15:00 15:10 0:10 休憩

15:10 16:20 0:70
Ⅱ：家族信託の活用場面が拡がる

「公益信託法の施行前検討状況」
弁護士

菊永 将浩 様

16:20 16:30 0:10 全体質疑応答
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（13:35～15:00）

Ⅰ：リモート環境で公正証書が作成できる
電子公正証書制度の概要とその利用

日本公証人連合会 総括理事
上野公証役場公証人

加藤 朋寛 様
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リモートで公正証書が作成できるようになることで、何が変わるか？

以下の場合であっても信託公正証書の作成がスムーズに進行できる

①従来、公証役場に出向くのが困難であった以下のような場合
・契約当事者が外出や歩行が困難な場合
・契約当事者の居住地から公証役場が遠方にある場合
・契約当事者が遠方に居住しており、当事者間の日程調整が困難な場合
（委託者：郷里、受託者：都会など）

②公証役場の予約調整が困難である場合
（受託者の希望日に近隣の公証役場で予約が取れない場合）

③近隣の公証役場から、信託公正証書の作成を断られてしまった場合

→距離を考慮せず対応いただける公証役場での作成が可能
・公正証書作成のタイミングを逸しない
・当事者に過度の負担をかけない
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電子公正証書制度の概要と
その利用

日本公証人連合会総括理事
加 藤 朋 寛

令和７年６月１３日
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講師略歴
昭和５７年４月 第３６期司法修習生
昭和５９年４月 検事任官（東京地方検察庁検事）
平成２３年７月 那覇地方検察庁検事正
平成２４年８月 仙台高等検察庁次席検事
平成２７年１月 東京法務局長
平成２８年４月 広島地方検察庁検事正
平成２９年７月 京都地方検察庁検事正
平成３０年２月 退官

平成３０年３月 中央更生保護審査会委員

令和 ３年４月 公証人（上野公証役場）
（令和５年５月日本公証人連合会総括理事）
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公証人法改正の２本柱

１ 公正証書の電子化

２ 公正証書のリモート作成の導入

原則として電磁的記録で作成

要件を満たせばWeb会議方式での作成も可能

例外：電子データでの作成に困難な事情がある場合
・法令上困難：保証意思宣明、成年被後見人の遺言等
・物理的困難：電磁的記録化できない資料の添付、システム故障等

・嘱託人・代理人の申出があること
・他の嘱託人に異議がないこと（嘱託人・代理人のリモート参加のみ）
・公証人が相当と認めること
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公正証書の電子化について
○ 紙原本から電子データ（PDFファイル）原本へ
① Wordで文書を作成し、PDF化し、②、③の措置を行って原本完成

○ いわゆる正本・謄本が電磁的記録でも発行可能に

② 列席者が記録内容が正確であることを確認して行う措置
⇒ 従前の署名押印に代え、電子サインを実施

③ 公証人が作成者として行う措置
⇒ 従前の署名押印に代え、電子サイン・電子署名を実施

○ 謄本相当（新法４３条第１項）
・ 公正証書の記録内容を出力した書面（紙謄本）－第２号
・ 公正証書の記録内容を記録した電磁的記録（電子謄本） －第３号

○ 正本相当（新法４４条第１項）
・ 公正証書の記録内容を出力した同一性証明付き書面（紙正本）－第２号
・ 公正証書の記録内容を記録した同一性証明付き電磁的記録(電子正本）－第３号
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公正証書の電子化によるメリット

○ 電子署名の真正性・改ざんの有無の確認が容易

○ 電子的な保存、管理が可能

○ リモート方式による作成が技術的に可能

・ 嘱託人は、いわゆる電子正本・電子謄本を電子的に保存・管理できる。

・ 公証人は、原本及び電磁的記録である附属書類を電子データとして
保存・管理する。

・ 公証人の官職証明書を発行する日本政府認証局が、ＡＡＴＬ
（Adobe Approved Trust List）に登録予定
⇒ 登録後は、PDFファイル閲覧に広く用いられているAdobe 

Acrobat Reader等で、電子署名の真正性・電子署名後の改ざん
の有無を容易に確認できる。
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電子署名の真正性・改ざんの有無の確認

Acrobat Readerの署名パネルで有効性の確認が可能
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相談・申込
（資料提出等）

案文作成・
提示

案文確定・日
程調整

本人確認 意思確認

事前準備

公正証書作成

作成後の手続

作
成
当
日

嘱託人等

嘱託人等・公証人

公証人

原本用
PDF作成

列席者
電子サイン

公証人
電子署名

完成原本
登録

公証人
電子サイン

Word案文確認
（読上げ・閲覧）

正本等
交付 送達申立 交付送達

（紙謄本）
電子正・謄本の交付可

電子公正証書作成手続（対面方式）

・赤点線の枠内が変更部分
・ほとんどが公証人の操作
・嘱託人等にとっては、署名押印
が電子サインに変わるのみ。
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公正証書のリモート作成について
○ リモート方式による公正証書の作成とは

④ 証人の立会（法31条、37条2項、40条3項）

② 公正証書の読み聞かせ又は閲覧による記録内容の確認と承認
（法40条3項）
③ 通訳人による通訳（法31条、37条2項、40条3項）

① 公証人による陳述の聴取その他の公証人の事実実験と記録
（法37条2項）

次の各手続をリモート方式で行うことにより、列席者の全部又は一部が公証
役場に出頭することなく、公正証書を作成すること

リモート方式とは
公証人・列席者が、映像と音声の送受信により、相手方の状態を相互に認

識しながら通話することができる方法
⇒ 公証人がTeamsによって開催するWeb会議を予定
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リモート方式による公正証書作成の要件
① 嘱託人又は嘱託代理人の申出があること

③ 公証人が相当と認めること

② 他の嘱託人の異議がないこと（除：通訳人・立会人のリモート参加）

他の嘱託人に異議がある手続の実施は、公正証書の紛争予防機能
に照らし、相当でないため。

リモート方式は、嘱託人の利便性向上のためのものであるため。

嘱託人の真意の確認が困難であるなど、公正証書の紛争予防機能に
照らし、リモート方式の利用が不相当な場合があるため。

通訳人・立会人は、その支援・立会を必要とする嘱託人の意向を
重視するのが適当であり、他の嘱託人の異議の有無を問わない。

④ 法令上許容されていること
保証意思宣明公正証書はリモート方式の対象外（法37条３項）

文書（書面又は電磁的記録）による申出を予定。
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必要性と許容性を総合的に勘案して判断する。
〔必要性〕

公証役場に赴くことが困難な場合など
・心身の状況、就業状況等
・離島その他の地理的事情による公証役場へのアクセスの困難
・嘱託人相互の関係（ＤＶ等）による同席の困難
・列席者多数による日程調整の困難
・感染症予防等による制限 etc.

〔許容性〕
嘱託人の本人確認、真意の確認、判断能力の確認等の難易等
・代理人による手続が許容される場合か
・事後的に紛争となる蓋然性の有無・程度
・嘱託人の年齢、心身の状況
・嘱託の内容 etc.

（参考） 公証実務のデジタル化に関する実務者との協議会報告書

○ 相当性の判断について
公正証書のリモート作成について
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① パーソナル・コンピュータ
② Webカメラ、マイク、スピーカー等
③ タッチ入力可能なディスプレイ又はペンタブレット
④ ①のＰＣで受信可能なメールアドレス

○ リモート方式の利用者側の負担

公正証書のリモート作成について

必要機材の用意

① Web会議への参加

Web会議に際しての機器操作

② 公正証書原本PDFへの電子サインのための機器操作
③ ②に際しての画面共有操作
④ 電子正本・電子謄本受領のための操作
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リモート方式の手続の流れ（事前準備）

リモート方式の手続の流れ

相談・申込
（資料提出等）

案文作成
・提示 案文確定

事前準備
リモート
利用申出

Web会議
招待日程調整

リモート方式利用希望の申出と調整

並
行
実
施

嘱託人等

嘱託人等・公証人

公証人○従来の手続・対面方式の手続との相違点

・できるだけ早い時期にリモート方式利用の希望を公証人に伝え、
調整を行っておくことが望ましい。

① リモート方式の利用の申出

② 公証人からのWeb会議招待メールの送付
・正式な申出は、案文確定後、申出書を提出して行う。
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○列席者のWeb会議参加

○列席者の本人確認等

① リモート参加者がWeb会議招待メールからWeb会議に参加

リモート参加者については、写真付身分証明書を画面に表示
させて確認し、その画像を公証人がキャプチャして保存。

Web会議
参加

本人確認
状況キャプチャ

音声・映像
確認

本人確認
資料提示

② リモート参加者との音声・映像の送受信状況を確認

場合により、公証人から、リモート参加の場所の状況の確認
のため、Webカメラで撮影するよう求めることがあり得る。

リモート方式の手続の流れ（当日・Web会議参加～本人確認）

リモート方式の手続の流れ
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○ 意思確認・確定案文の確認
現在の公正証書作成と同様。

意思確認 原本用
PDF作成

Word案文確認
（読上げ・閲覧）

リモート方式の手続の流れ

リモート方式の手続の流れ（意思確認～原本用PDF作成）

リモート参加者は、自分のＰＣ画面に表示されたWord証書案を
閲覧しながら、公証人が読み上げる案文を確認する。

○ 確認済みWord証書案をPDF証書案として保存
案文確認後、公証人は、確認済みのWord証書案をWordの機能

でAdobe PDF形式でPDF証書案として保存する。
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(1) 公証人が署名依頼アプリを起動

リモート方式の手続の流れ

リモート方式の手続の流れ（列席者の電子サイン）

(2) 署名依頼アプリが最初に電子サインをする列席者宛てに電子
サイン依頼メールを配信

同列席者の画
面共有

署名依頼
アプリ起動

第１順位列席者に
電子サイン依頼
メール配信

同列席者の電
子サイン

次順位列席者に
電子サイン依頼
メール配信

(3) 電子サインをする列席者が自分のＰＣ画面の共有操作を実施
(4) 電子サインをする列席者が電子サイン依頼メールの「確認して
署名」をクリックして電子サイン手続を開始

(5) (4)の列席者が電子サインを完了すると、署名依頼アプリが
次に電子サインをする列席者（全列席者が電子サインを終えた
ときは公証人）に電子サイン依頼メールを配信
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リモート方式の手続の流れ

列席者の電子サイン時の画面共有について

同列席者の画
面共有

署名依頼
アプリ起動

第１順位列席者に
電子サイン依頼
メール配信

同列席者の電
子サイン

次順位列席者に
電子サイン依頼
メール配信

画面共有を行うWeb会議参加者のパソコン画面を、他の参加者
のWeb会議画面に表示させる手続

○ 画面共有とは

○ 何故画面共有が必要なのか
電子サインを行っている状況を公証人及び他の列席者が確認

できるようにするため

○ 画面共有の際の注意点
全画面が他の列席者に共有されるので、余分な情報が表示され

ないように気をつける必要がある。
家族信託専門士・コーディネーターフォロー研修202506
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(1) 電子サインアプリ上に公証人の電子サインを求める表示

リモート方式の手続の流れ

リモート方式の手続の流れ（公証人の電子サイン・電子署名）

(2) 公証人が電子サインを実施

(3) 公証人が電子署名を実施 ⇒ 公正証書原本が完成

(4) 完成した公正証書原本を、保存・管理システムに登録して保存

公証人
電子署名

完成原本
登録

公証人
電子サイン
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紙正本等
交付 送達申立 送達電子正本等

交付手続

リモート方式の手続の流れ

リモート方式の手続の流れ（公正証書作成後の手続）

○ 紙正本・紙謄本の交付
リモート参加者に対しては、郵送により交付

○ 電子正本・電子謄本の交付
リモート参加者に対しては、ダイレクトクラウドにアップロードして
嘱託人がダウンロード可能な状態に置くことにより交付
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専用PC

公証人
電子サイン電子サイン

＋電子署名

公証役場

Teams

PC

役場外

ＰＤＦ
証書

電子サイン

列席者

列席者

電子サイン

リモート方式による列席者の参加形態

電子サイン
列席者 PC

役場外
① 列席者が自分用のＰＣで
参加する形態

② 他の列席者とともに１台の
ＰＣで参加する形態

③ 公証役場で公証人専用の
ＰＣで参加する形態
（他の列席者が①又は②の
形態で参加する場合）

③

①

②

列席者
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これから決まってくる事項

○ 施行時期等
「民事関係手続等における情報通信技術の活用等の推進を図るため

の関係法律の整備に関する法律（令和５年法律第５３号）」施行の日
から起算して２年６か月を超えない範囲（令和７年１２月１３日ま
で）において政令で定める日

令和３年６月閣議決定「規制改革実施計画」において、令和７年上
期の実施を目指すとされている。

○ 手数料

公証人手数料令の改正が不可欠

電子公正証書の作成は、指定公証人が実施。
指定がどのように行われるかは未定。
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３）準備すべきこと
ⅰ）実際の利用イメージ

事前相談 家族会議 契約書案作成 金融機関チェック

指定公証人の 案文の
選択 送付と確認

電子署名文書作成 電子公正証書
・署名用電子証明書
・電子署名ができるPC

29

Ⅰ：電子公正証書制度の概要とその利用
                                                                                                                             （13:35～14:45）

WEB会議

従
来
通
り

電
子
作
成

署名用電子証明書
の準備



                     

休 憩
（15：00～15：10）
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（15:10～16:20）

Ⅱ： 家族信託の活用場面が拡がる

「公益信託法の施行前検討状況」
と

「後見制度の見直し」検討状況

弁護士

菊永 将浩 様
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１．公益信託法

2024年5月14日 「公益信託法」が国会にて可決
5月22日 公布

2024年～2025年 2026年4月施行に備え、詳細の検討

2025年4月 パブリックコメント実施（5月19日終了）

32

Ⅱ：公益信託法の施行前検討状況
                                                                                                                             （15:10～16:20）
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Ⅱ：公益信託法の施行前検討状況
                                                                                                                             （15:10～16:20）
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Ⅱ：公益信託法の施行前検討状況
                                                                                                                             （15:10～16:20）
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公益信託法を活用した具体例

35

Ⅱ：公益信託法の施行前検討状況
                                                                                                                             （15:10～16:20）
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２．新しい公益信託法により実現できる（可能性がある）こと

＜委託者にとって＞
①たとえ少額であったとしても、「財産の一部を社会に還元したい」という願いが叶う

②「寄付・贈与等の提供先」を、あらかじめ定められた基準等の範囲内で、具体的実務を
受託者に任せることができる（委託者自身の事務負担がない）

③「贈与」とは異なり、自らの願いに沿った財産の給付が担保される
→贈与の場合は、自らの希望通りに給付が実現される保証がない

④「寄付・贈与等の時期」を信託契約の中で定めることができる

⑤公益信託を組成した段階で、「寄付金控除」が得られる

＜受託者にとって＞
①信託財産の受託にあたって、一定の報酬をもらうことができる

＜被寄付者・受贈者にとって＞
①「公益法人認定」を受けていなくとも寄付・贈与を受けることができる
（自団体に寄付してくれる底辺の拡大）

＜組成に関わる専門家にとって＞
①「信託管理人」として継続的な管理人報酬を得ることができる

36

Ⅱ：公益信託法の施行前検討状況
                                                                                                                             （15:10～16:20）
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参考）2024年6月14日フォロー研修にて用いた資料

37

公益信託制度の概要（現行・公益信託改正法案比較）
法＝公益信託法 決定＝公益信託の引受け許可審査基準等に関する閣議決定
税＝所得税、法人税等 則＝各省庁規則

Ⅱ：公益信託法の施行前検討状況
                                                                                                                             （15:10～16:20）
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参考）2024年6月14日フォロー研修にて用いた資料
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公益信託制度の概要（現行・公益信託改正法案比較）

Ⅱ：公益信託法の施行前検討状況
                                                                                                                             （15:10～16:20）
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参考）2024年6月14日フォロー研修にて用いた資料
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公益信託制度の概要（現行・公益信託改正法案比較）

Ⅱ：公益信託法の施行前検討状況
                                                                                                                             （15:10～16:20）
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参考）2024年6月14日フォロー研修にて用いた資料

40

公益信託制度の概要（現行・公益信託改正法案比較）

Ⅱ：公益信託法の施行前検討状況
                                                                                                                             （15:10～16:20）
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参考）2024年6月14日フォロー研修にて用いた資料
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公益信託制度の概要（現行・公益信託改正法案比較）

Ⅱ：公益信託法の施行前検討状況
                                                                                                                             （15:10～16:20）
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①現在の検討の方向性
・何が変わろうとしているのか？
・現在の議論状況は？

②今後のスケジュールのイメージ
・いつ法律が変わるのか？
・いつから法律がスタートするのか？

42

Ⅱ：「後見制度の見直し」検討状況
                                                                                                                             （15:10～16:20）
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Ⅱ：「後見制度の見直し」検討状況
                                                                                                                             （15:10～16:20）
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全体質疑応答 （16:20～16:30）

<MEMO>
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